





































































































































































































































































































































































実施期間は， 7月上旬から 8月上旬にかけての 1ヶ
月で， 2週間半のプログラムを 2期実施する．2017年
度は， 7月 3日（月）から 7月18日（火）までを第 1



















































































































































































































































































































































































• In my opinion,  it would be better  if  in restaurant 
topic, the teacher introduce us some kanji that are 
related  to  food. For  example,  kanji  of  toriniku, 







• The  restaurant  lesson would  have  been more 
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内での準備と学習，そしてそれを実際の接触場面で使
用し，その使用から新たな学びを得るという本プログ
ラムに対し，参加者も高い評価をしているようであっ
た．
その一方で，文法項目を体系的に学ぶことを期待し
ていた参加学生や，そういった言語学習に対するニー
ズやレディネス，ビリーフを持った参加学生にとって
は，なかなか意図が伝わりにくいプログラムであった
ようである．今後はオリエンテーションだけではなく，
学生募集の段階からこの日本語プログラムの特性を広
報し，十分理解してもらった上で応募してもらうよう
にする必要があると考えた．可能な限りの文法事項の
補足説明も導入することを検討したい．また，「レス
トランに関するレッスンはプログラムの最初の方で
扱ってほしい」などのコメントもあったので，今一度
それぞれのレッスンについて授業後の活動と教室内活
動がきちんと連動してデザインされているのかについ
て見直しをする必要がある．
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